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,

眈

苑

所
得
分
配
統
計
だ
論
じ
て
森
本
櫨
…士
に
答
ふ

第

十
二
粉

(第
三
號

一
一
六
)

四
需
O

所
得
分
配
統
計
な
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

.

汐

見
三

郎

第

一

序

言

北
海
遣
帝
国
大
學
敏
授
法
學
博
士
森
本
厚
吉
氏
は
、
両
三
年
來
消
費
纒
濟
學

に
關
す
る
新
説
を
犀
々
我
畢
界
に

提
供
し
て
來
ら
れ
セ
。
間

々
敬

服
す

べ
き
所
論
に
接
し
大

に
意
を
強
う
し
て
る
た
の
で
あ

っ
た
。
新
得
挑
め
研
究

に
志
し
て
み
た
余
は
偶
然
博
士

の
道
に
踏
み
込
布
だ
。
租
税
負
捲

の
原
則
を
研
究
す
ろ
準
備
行
爲
ε
し
て
我
国
民

の
生
計
状
態
を
調

べ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

消
費
緯
濟
を
専
攻
せ
ら
る
、
博
士
の
研
究
は
不
幸

に
も
余
の
目
的
に
は
人
な
る
効
果
を
與

へ
な
か
つ
π
の
で
あ

る
。
米
国
を
重
ん
じ
我
国
を
算
し
む
矯
め
に
作
成

せ
ら
れ
し
に
あ
ら
す
や
ご
迄
思
は
る
、
不
正
確
な
統
計
敷
宇
は

r
余
を
し
て
身
自
ら
生
計
調
査
を
行
は
ん
ビ
の
決
.沿
を
固

め
し
む
る
ご
共
に
、
更

に
進
ん
で
は
人
心

に
悪
影
響
を
與

へ
っ
、
あ
る
博
⊥
エ
の
議
論
の
根
振
を
な
す
数
字
の
且
(相
を
明
白
に
せ
ん
ε
欲

せ
し
め
た
の
で
め
る
。
余

の
本
誌
に

獲
表
し
た
る
二
輪
交
は
實
は
藪
に
其
動
機
を
酸
し
π
の
で
あ
っ
π
。

ヨ

　

　

　

　

博
士
は
早
速
藪
示
を
垂
れ
ら
れ
た
。即
ち
十
二
月
中
旬
コ
十
分
に
御
答

へ
す
る
の
が
禮

で
あ
り
ま
せ
う
が
本

日
肚

　

む

　

む

　

む

む

　

む

會
政
策
塵
會

に
出
演
の
爲
め
に
上
京
す

る
の
で
唯
A
「
塒
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
失
一聯
で
す

が
大
急
に
左

に
大
要
丈
け

が

御
答

へ
致
し
ま
す
」
ε
極

め
て
簡
輩
に
答

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。併

し
か
く
て
は
問
題
を
後
日
に
残
す
虞
あ
る
を
思

1)拙 稿=生 計調査 な論ず(本 誌第十一巻 第六號1京都 市小學校教 員生計調査(本 誌第

+二 巻第一 醗)
2)1L4頁(森 本 韓土=生 計費 研究法 を論.鈴)(本誌第.卜二巻第三號)

'

ヒ㌔



ひ
更

に
詳
細
な
る
漱
示
を
乞

ふ
た
。
然
る
に
今
度
も
依
然
前
答
辯
を
繰
返

へ
し
、
其
理
由
を
説
明
し
て
曰
く
「
私
に

　

　

り

　

　

批

評
を
加

へ
ら

れ
た
事

に
關

し
て
も
詳

細

に
論
議

し
よ

う

ε
思
ふ
た

が
醗

り

に
.長
く
な

る
か
ら

今
は
共
塒
を

腐
し

　

　

む

　

の

　

　

　

り

て
み
な
い
、
幸

ひ
其
批
評
の
要
黙
は
私
の
論
旨

に
は
鯨
り
重
大
で
な

い
」
ざ
。
丁
度

　
月
下
旬

の
事
で
あ

っ
把
。

同
時
に
殆
ん
ご
大
部
分
が
拙
稿

に
謁
す
る
攻
撃
で
埋

っ
て
み
る
新
論
文
「
生
計
費
研
究
法
を
論
ず
」
を
、
本
誌
上
に

獲
表
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

.

余
は
問
題
を
二

つ
に
分
ち
論
じ
陀

い
。

一
は
博
士
に
饗
し
余
の
疑
問
ε
す

る
所
を
敷
学
的

に
立
讃
し
た
る
研
究

で
あ
る
。
二
は
博
士
の
批
評
に
封
ず
る
余
の
答
辯

で
あ
る
。
感
情
的

の
水
掛
論
は
學
界
に
何
等
貢
献
す

る
所
が
な

ロ

ゆ

い
か
ら
、・
博
士
の
所
謂

「
込
入

っ
た
数
式
や
圖
表
製
作
に
精
力
を
用
ひ
過
す
」
の
非
難
あ
る
に
拘
ら
す
、
ひ
た
す

ら
忠
實
に
學
術
研
究
を
進
め
た
。

最
初
に

「
我
賦
に
於
け

る
所
得
分
配
の
統
計
的
研
究
法
」
「
博
士

の

悲
観
論
の

根
標
」
巴
題
し
て
所
得
分
配
統
計
に
閲
す

る
余
の
研
究
を
獲
表
し
、
次
に

「
小
學
板
敷
員
生
計
調
査
に
勤
す

る
博

士

の
誤
解
」
「
生
計
調
査
の
統
計
的
研
究
法
」

に
論
歩
を
進

め
生
計
調
査

ε
悉
皆
大
量
観
察

ε
の
關
係
を
明
に
し

た
。
、

第

二

我

国

に
於

け

る
所

得

分

配

の
統

計

的
研

究

法

森
本
博
士
は
、
我
国
に
於
け
る
所
得
の
分
配
歌
態
は
消
費
経
済
學
に
「鯨
り
主
要
で
な
い
」
ご
云
は
れ
た
が
、
財

政
難

計
學
の
立
場
よ
り
せ
ば
實
に
異

問
題
で
め
る
・
斯
學

の
先
輩

〉
.
・≦
餐

・
菊

軍

団
・
靴

は
之
が
研

究

に
多
大

の
努
力

を
佛

つ
た

の
で
あ

っ
た
。
否
消
費

脛

濟
學

に
於
て
も
重
要
な

る
地
位

を
占

め
て
み

る
筈

で
あ

る
。

設

苑

所
得
分
配
統
計
准
論
じ
て
森
本
博
士
に
容
ふ

第
+
二
巻

(第
三
號

=

七
)

四
六

一

3)
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」

説

苑

所
得
分
配
統
計
奄
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

第
+
二
恐

〔第
三
胱

一
天

)

四
六
二

蓋
し
我
同
胞
の
九
割
八
分
が
血
ご
涙
ご
で
露
命
を
繋

い
で
み
る
ご
云
ふ
事
實
が
統
計
上
充
分
に
立
謹
出
家
る
な
ら

ば
、
寝
室
や
客
間
の
改
頁
を
目
標
ε
す

る
貴
族
的
消
費
経
済
學
は
成
立
す
る
筈
が
無

い
か
ら
で
あ

る
。
我
學
界
に

り

於
て
も
先
輩
　口回
野
博
士

の
貴
重
な

る
研
究
あ

っ
て
以
来
町
田
學
士
高
佃
學
士
の
報
告
あ
り
、
現
に
余
も
最
近
の
趨

の

勢

に
論
及

し
た
事
も
あ

っ
π
。

我
国

の
所
得

の
分
配
状

態
を
研
究
す

る
唯

一
の
材

料
は
主

税
局
統

計
年
報
書

で
あ

る
軌
然

し
是
を
利
用
す

る

じ

は
少
く

ご
も

二

つ
の
事
を
注
意

せ
ね
ば
な
ち

澱
。

一
艘
税
務
統
計
な
る
も
の
ば
納
税
者
丙
部
の
關
孫
々
闘
資
す
る
に
用
ひ
る
べ
音
で
あ
っ
て
、
納
税
者
以
外
の
人
の
事
情
々
是
よ
り
直
に
類
推
す
る

の
に
極
め
て
危
険
な
事
で
あ
ろ
。
足
れ
高
野
博
士
の
御
注
意
あ
.り
し
第

　鮎
で
あ
ろ
。

衆

に

一
般
税
務
統
計
中
将
に
我
国

の
從
來
の
所
得
税
統
計
為
利
用
す

ろ
ド
當
り
注
意
す
。善

事
が
あ

ろ
。
大
正
九
年
の
改
正
あ
り
し
前
の
我
所
得

税
法

に
於

芙
1t
所
得
布
三
種

に
分
ち

、
第

一
種
株
式
の
配
當
賞
與
企
及
第
二
種
地
方
債
肚
債

の
利
子
に
源
泉
に
て
課
税
し

、
第

三
極
所
得
た
る
残
鹸

の
所
得
々
個
人
に
綜
合
課
税
し
て
み
た
の
で
め

っ
た
。
敢
に
例

へ
ば
大

正
入
牢

の
十
四
億

七
干
萬
圓
の
第
三
極
所
得

な
議

論
し
て
み

る
人
に
・
そ
ば

第

一
種
第

二
種
両
厨
得

心
合
算
し
た
個
人
の
総
所
得
額

二
.十

九
億

五
千
八
百
萬
圓
の

一
部

な
捕

へ
て
る
る
に
過
ぎ
な

い
。
足
れ
亦
第

三
櫨
所
得
税
統

計
隠
撮

ふ
に
歯
り
高
野
博
士
の
特
に
識
し
め
ら
れ
穴
所
で
あ

っ
て
無
配
す
る
事

の
山口
來

ね
重
要
黙
で
あ

る
。

此

二

つ

を

前

提

ざ

し

て

一
般

税

務

統

計

特

に

我

国

の

第

三

種

所

得

挽

統

計

に

閲

す

る
種

々

の

研

究

方

法

が

生

れ

る

。

列

記

せ

ば

次

の

如

く

で

あ

る

。

　

　

第

一
は
戸
撒
を
重
ん
ず

べ
く
、
人
員
を
扱
っ
て
は
な
ら
諏
事
で
あ
る
。

第
三
種
所
得
は
累
進
課
総
の
必
要
上
、
全
部
の
所
得
を
+
四
階
段

に
分
ち
、
更
に
千
圓
以
下
に
て
こ
種
の
控
除
査

定
を
し
て
み
る
か
ら
、
都
合
十
五
の
所
得
階
段

に
匠
別
す

る
事
が
出
摩
る
。
主
税
局
年
報
書
は
此
十
五
階
段

に
そ

れ
ぞ
れ
納
税
者
及
び
同
居
家
族
を
配
分
し
て
み
る
。
然
し
所
得
税
法
の
規
定
上
同
居
家
族
の
所
得
は
戸
主
の
所
得

7)
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に
合

算
し
て
計

算
せ
ら

れ
て
る

る
か
ら

、
各
階
段

に
示

さ
れ
て
み

る
納

税
者
総
数

は
其

儘
で
は
畢
問

上
鹸

り
役

に

立
た
な

い
の
で
あ

る
。

例
へ
ば
戸
主
が
千
四
百
圓
・
二
人
の
同
居
家
族
が
五
百
圓
九
百
圓
の
所
得
な
有
す
ろ
時
に
、
合
算
し
て
二
千
五
百
圓
こ
な
る
か
ら
、
統
計
表
で
に

二
δ

○
〒

三
δ

o
O
圓
の
階
段
受

納
馨

聡
警

し
て
=天

同
居
家
族
二
人
な
蚕

室
慕

に
れ
る
。
本
來
吾

圓
乃
至
七
百
圓
の
所
得
者

二
人
、
千
圓
乃
至
二
千
面
の
祈
得
者
二
人
な
る
に
、
一
見
二
千
圓
乃
至
三
千
圓
の
所
得
者
が
三
人
有
ゐ
様
に
思
に
れ
ゐ
。

是

れ
余

が
恵

ら
納
税

戸
数
(納

椀
者
総
数

よ
り
同
居

家
族

敷
を
減
歩
)
を
扱

ふ
事
を
主
張

し
た
所

以

で
あ

る
。
大

正
八
年

度
の
数

字
に

つ
き
、
納

税
人
員

、
内

家
族

の
分

、
納
税
戸
藪

の
三
者

の
關
係
を
調

べ
次

の
結

果
を
得

た
。

ロ　控
除
査
定
階
段

累

進

傘

階

段
(

第
三
糠
所
得
金
額　

{

五
〕
ロ
ー

ー
1

七
〇
〇

七
〕
0

一
、
0
0
0

一
、
O
O
O

昌
δ

0
0

【
二
δ
0
0

昌
δ
0
0

三
δ
8
-

1

臨
δ
8

.

五
δ

0
0

薫

0
0
0

ゼ
、
0
0
0
一

一
R

O
O
O

言
δ
8
一

⊥
亙
δ
8

竃

、
0
8
.

`
⊥
δ
δ

8

二
『

8

0

、
↓
一〇
δ

O
O

ロ5
、
8

0
1

五
ロ
、
O
O
O

五
〇
δ
0
0
1

一
心
O
δ
O
O

ぎ

、
0
0
ロ
ー

ー

一
〇
R

O
8

納

税

人

員ん

四
五
一晶、
一〇
〇

E
ハ
『
六
沸
呂

当
芸

、習
δ

〈
八
、
二
量

五
力
.
三
二
ヵ

三

-
四
〇
〇

峯

、
四
藍

八
、
O
石

胃「
四
一「三

ユ
、
六
〇
石

一
、
E
一孟窒二実

説

宛

所
径
分
配
統
計
為
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

丙

家
族

の
分ス

六
九
、春

　「

(
四
べ
至

聖
…、亜

E

一酉
、里

〇

一七
、薯

五

七
δ
≦

四
、督
憲

二
べ
六
二

一
、胃【呈

九
四四

丑
三一美一
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究

(
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一四
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三
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八
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読

苑

所
得
分
配
粉
計
な
論
に
て
森
本
椋
士

に
答

ふ

第
十

二
巻

(第
二
號

}
二
〇
)

四
六
四

入

人

戸

=
8

、
8
0一

】δ
。
、§
.

暑

(
　
.

署
四

三

、§

1

κ

美

四・

美

計

一
、弐

七
、四
金

、

三思

、交

カ

一、O
托

、免

六

*

原
材

料

に

ほ
「
法

嚇
四

條

/
五
控

除

額

」
な

・ゆ
標

頭

の
下

に
「
百
五

十
園

㍉
百

測

」
ε
し
て
掲

げ
て

あ

ろ
が

、
余

に
糞

意
昧

ん

ご
り

、
本

統

計

の

如

く

改

め
た
Q

試
に
明
治
四
十
二
年
乃
至
大
正
八
年

の
各
所
得
階
段
を
納
税
戸
数

に
つ
ぎ
算
定
す
る
ε
、
次
の
数
字
を
得

る
の

で
あ
る
。
第
三
種
所
得
税
統
計
を
利
用
す
る
に
は
此
数
字
を
根
擦

ε
し
て
研
究
を
進
め
ね
ば
な
ら
澱
。
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石
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三

、
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会
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五
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一、金

冠

】ミ

謡

七

一
四
、四
合

室
葦

〇

一
、
四
二
伽

四
分

骨莞

大
正
元
年戸

五
六
=
大
量

琶
O
、
=
弓

一
8

三
く
大

量
、
四莞

.

三
、大
全

只
乗

【

、

一
、悪

(

E
合

宿≡

戸

鍛一

大

正

二

大

正

三

大

正

四

大

正
五

大

正

六

大

正
七

年

月

年

戸

年

月

年
.

戸

年

月

年

戸

量
五
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兄
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四
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O
七
九
、仁
湘
飛切

然
し
官
臆
統
計
の
常

ε
し
て
、
所
得
覆
の
間
隔

の
刻
み
方
が
不
規
則
で
あ

っ
て
、
最
初
の
階
段
の
二
百
圓
が
終

り
の
方
で
十
萬
圓
ε
な

る
始
末
で
あ
る
か
ら
、
凡
て
を
百
圓
當
り
に
換
算
し
、
百
圓
當
り
戸
敷
を
算
定
す
.る
必
要

　

　

り

り

の

り

り

が
あ

る
。
即

ち
第

二
の
研
究

方
法

ε
し

て
間
隔

を
等

し
く
す

る
.方
法
を
生
じ

る
。

最
近
十

一
年
間

の
統

計

に

つ
き

此
手
段

を
施

し
次

の
表

を
得

π
の
で
あ

る
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説

苑

所
御
分
配
統
計
な
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

第
十

二
巻

(第

三
號

一
二
二
)

四
六
六

以
上
二
方
法
は
原
材
料
の

香
高
き
幼
稚
の
も
の
で
あ
る
。

所
得
分
配
の
統
計
的
表
示
方
法
虚
し
て
は
、

一
層

の

　

の

コ

　

適
切
な
る
有
機
的
方
法
を
要
求
す
。
是
に
於
て
高
田
學
士

の
紹
介
せ
ら
れ
し
第
三

の
方
法

騨
糞
。
線

が
成
立
す

る

。

縦
線
か
以
て
所
得
類
の
劃
鍛

、
横
線
た
以
て
比
類
以
上
の
所
得
々
畏
く
ろ
人
員
穏
凱
の
封
致

な
示
す
所
は
、
此
等
の
諸
鮎
を
結

び
付
く
る
直

線
11
殆
ん
ご
直
線
に
近
い
の
で
あ

ろ
。

国

語
δ

線
に
之
で
あ

ろ
。
此
函
数
關
係

為
式
で
示

す
ε
次
の
如
く
.に
な
る
つ

∬
に

一
定
の
所
得
穎
・

濯
に
此
所
得
額
以
上
の
所
得
な
憂
く
る
人
員
の
総
数
で
あ

る
。
減

ミ
♂
ピ
に
沓
冠

會
の
費
隙

に
就
き
算
定

ゼ
ら

る
べ
音
数
宇
で
あ

る
。

眺

・

q
、
粛

〉
「
蒔

諏
1
又
曹

>
1
1
1

娩
£

此
場
合
此
直
線
が
横
軸
に
謝
し
て
な
す
傾
の
度
な
示
マ
所
の
『
ば
、
常
に
時
ε
所
ε
に
よ
り
攣
動
す
う
も
の
で
あ
っ
て
、
其
肚
會
其
時
代
に

於
け
ろ
富
の
分
配
の
不
不
等
の
程
度
に
£
に
反
比
例
す
る
の
で
あ
ろ
。
δ
の
大
小
に
よ
り
、
其
時
其
所
の
富
の
分
配
状
態
炬
男
舞
た
ら
し
む
る

ミ
云
ふ
事
賢
、
是
が

℃
碧
①仲o
線
が
所
得
分
配
の
統
計
的
研
究
に
偵
値
あ
る
所
以
で
あ
ろ
。

余

は
、
所

得
額

を

ル
に
て
、
其
額

封
土

の
所
得

を
有

す

る
納

税
戸

数

を
か

に
て
示
し
、
過
去
十

一
年
間

の
我
國

民
所

得

の
分
配
状

態
を
調

べ
、
次

の
数
式
を
得

だ
。
特

に
蟹
に
關
し

て
は

、
前

年

ε
増
減

を
比
較

し
π
。
.

孟署 ハ」 ㎏ ・4一眠 ㎏ ∬

蟹璽
十 明

1.87229二 治

年 四

1.92337
十明
三治
年四

1.93859
+明
四治
年四

元 大1
.91,921
'減

・竿 正

10.7662垂21

10・9314232

10.9663750

10,9459381

1.90269

減

二大

年正
10.9386192

三 大1
.88904

減 年 正

10.9169886

四大1.89081

1曾 年 正

10.9009218

五 大1
.77737

減 年 正

10.5440197

1.57855
六大

牟正
10.00220呂7

七 大1
,595931

増 年 正

10.2661961

八 大1.61172

増 年 正

10.4520877

呪
が
大
正
⊥
ハ
年
を
最
小
限
嬉
し
て
前
後
に
増
加
し
て
み
る
ε
云
ふ
事
實
は
、
大
驚

に
於
て
は
所
得
の
分
配
の
不



憲
.
の
裏

逐
年
増
加
し
・
特
に
戦
争
に
於
て
其
速
度
を
芒

馨

や
森

和
さ
れ
つ
詰

る
事
を
統
計
的
に
實

議
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

高
野
博
士

の
質
貿
な
る
研
究

に
よ
り
ヒ
ン
ト
を
得
た
る
我
學
界
は
、
所
得
魚
肥
の
統
計
的
研
究

に
於
て
、
長
足

の
獲
達
を
遂
げ
た
の
で
め
る
。
米
国
に
も
最
近
同
様
の
研
究
が
獲
表
せ
ら
れ
た
。
我
統
計
學
者

の
不
断
の
努
力
は

我
學
界
を
か
く
迄
進
歩
せ
し
め
掲
の
で
あ
る
。
荷
も
我
國
の
所
得
分
配
を
云
々
す
る
以
上
、
此
程
の
敷
字
は
見
逃

.
す
事
の
出
來
な

い
重
要
材
料
で
あ
る
。
醗
て
森
本
博
士
の
研
究
方
法
を
調

べ
て
見
や
う
。

第
三

博
士
の
悲
観
論
の
根
糠

生
活
問
題
・
吐
霰

策
學
曾
藩

で
宣
傳
せ
ら
れ
し
博
士
の
薪

強

、
最
近
刊
の
博
士
の
著

星

活
経
済
の

新
墓

」
に
も
繰
返

へ
さ
れ
て
ゐ
・
。
本
書
は
、

「
帝
國
大
學
漱
授
の
羅

」
に
穿

博
士
が

「国
家
・
肚
留

に
封
ず

る
當
然

の
義
務

」

ε
し
て
獲
表

せ
ら
れ
た
責

任

あ

る
論
文
集
で

あ
.る
か
易

、
專

ら
.是

よ
り
引

用
す

る
。
、

「
生
活
問
題
」
の
巻
霧

一
喜

於
て
博
士

は
悲
痛
の
叫
藩

へ
て
る
ら
れ
㍉

「眞
に
悲
難

事
で
に
あ
る
転

の
研
究
の
葉

・
5

義

國
家
蚕

九
百
七
+
二
萬
戸
の
内
で
九
百
壬

ハ萬
昴

ち
九
割
八
分
重

星

存
し
漸
く
露
象

警

・
警

士
禽

戸
即
ち
二
分
脊

が
生
活
し
て
墾

あ
る
國
民
讐

警

み
得
・
寡

暮

し
鷲

。
の
で
あ
み
。」

此
叫
は
殆
ん
蕎

麦

字
を
用
ひ
三

生
活
経
済
の
新
墓

」
中
・
も
繰
返

へ
さ
れ
て
ゐ
・
飢

設

悲

惨
華

で
め
・
が
・私
の
研
究
の
萱

匿

を

、
我
国
の
家
族
醗

九
百
七
+
二
聾

の
丙
で
、
九
百
五
士

ハ費

嬰

九
割
入
書

誓

生
存
煮

漸
く
露
命
藁

ぎ
・
讐

に
士

ハ萬
戸
讐

二
分
存

が
、
生
発

覚

で
墾

あ
る
国
民
・、喬

得
ろ
資
肇

有
し
て
ゐ
。
の
で

あ

ろ
　説

苑

所
得
分
配
統
計
素

じ
て
楽

博
吉

答
ふ

筆

二
巻

(箪
一號

三

三
)

四
六
七

1エ)

12)

13)

K.G.K。,,,。 。 、A。1。d。.。fl。 。。m。 ・kQ　 ・…lyP・bli・ ・ti…fthe

AmericanStatisticalAssociation.Sep.
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説

苑

所
得

分
配
統
計
々
論
じ
て
森
本
博
士

に
答

ふ

第

十
二
巻

(第

三
號

一
二
四
)

四
六
入

.O

更

に
問
題
は
国
際
比
較

に
移
り
、
博
士
は
我
国
民
生
活
に
暗

き
陰
を
投
げ
て
ゐ
ら
れ
る
♂

.恐
ら
く
嫉

羅
巴
髪

明
蔑

義

国
民
程
露

な
詮

の
播

に
荘

で
め
ら
う
。
…

…

何
し
ろ
叢

+
萬
畏

上
冥

護

か
四
+
九
人

で
千
圖
以
上
の
攻
太
め
ろ
』
の
す
ら
僅
か
に
二
十
三
萬
人
あ
ろ
に
過
ぎ
な
い
。
:
:
:
九
割
以
上
の
人
口
に
人
間
ら
し
い
生
活
が
管
ま
れ
な
い
で
や

つ
こ
生
存
し
て
居
る
の
で
あ
み
。」

博

士

の
意

見

に
從

へ
ば

、
米

国
は
金
持

が
充
満

し

て
貧

乏
人

が
殆

ん
ご
無

く
、
我
国

に
は
貧

乏
人
が
國
民

の
九

割
人
身
を
占

め
て
露
命
を
繋

ぎ
、
而
も
其
程

度
は
、饑

餓

に
迫

れ
る
戦

後

の
隊
羅
巴

人

よ
り
も
甚

し

い
様

で
あ

る
。

我

國
に
大
富

豪
が

あ
り
貧
富

の
懸
隔

が
大
で
あ

れ
ば
耐

會
政
策
も
實
行
出
來

る
で
め
ら

う
が
、
貧

乏
人

ば

か
b

で

は
仕
方

が
な

い
。

余
は
博
士

の
提
供

せ
ら
れ

し
次
の
表

を
眺

め
我
國

の
前
途

を
絶

望
し
て

み
た

の
で
あ

る
が
、
偶

然
博
士

の
悲
観

論

の
根
櫨

に
解
決

の
鍵
を
得

た

の
で

あ

る
。

費

.

中

富

・
欝

・
鉾鑑

貧

富

の

標

準

猷
鉦
豪
族
所
得
頷

き
0
・圓
以

下

臆百
O
・
一

封
口
口
・

苫

0
・
1

一
、
二
〇
?

一
、
呂
O
O
・
一

一
、
(
0
ロ
。

「
、
(
O
O
・
一

昌
、
五
〇
〇
。

長

春

0
・

以

上

(東
京
市
)

駄
誓

援

所
得
観

護

ロ
・
圓

以

下

五
識
O
・
一

一
、
O
O
ロ
・

＼

一
δ

8

・
一

昌
、
0
0
0
・

一…
δ

O
O
・
-

『「δ

O
ロ
。

三
、
0
0
0
・
一

耳
、
O
O
?

賦
δ

O
?

1

言

δ

0
0
・

」一〇
、
0
0
0
・

以

上

現

在
家

族

総
数

戸

湘
δ
0心
、(
五
六

罫

六
、薯

〇

一9
「、六
弩
「

註

、玉
具

一六
、　=
一「

一?
ヨ
忌

八
三

百
分

輩

聖

・七
五
心

、
マ

O

O
三

〇
三

〇
二

微

少

此
表
に
は
何
等
出
所
が
明
記
し
て
な

い
が
、
.大
正
五
年

の
第
三
種
所
得
税
統
計
を

見

る
ご
、
「
大
正
七
年

一
家

14)森 本 搏〔士:生 活 経 済 の菊i能…VI75-176頁

15}森 本 捻士:生 活 経 済 の 薪 能12-13頁



㍉

喝

族
所

得
額
」

`
「
大
正
五
年

の
納
税
戸
敷
」
ε

に
大
艦

の

一
致

黙
を
得

た

の
で
め

る
。

然
し

そ
れ

に
し
て
は
多
少
不

審

の
箇
所

が
あ

る
。

第
て

五
百
五
十
圓
な
ろ
金
額
か
中
心
ざ
し
て
貧
民
麺
上
下
に
分
っ
て
る
ら
れ
う
が
、
千
圓
以
下
の
所
得
額
の
階
段
の
切
れ
目
に
大
正
五
年
で
は

四
百
圓
・
五
百
圓
、
七
百
圓
、
大
正
七
年
で
ば
五
官
圓
、
七
百
圓
ミ
な
り
・
二
百
圓
、
五
百
五
+
圓
な
ろ
数
字
ば
存
在
し
な
い
。

ロ

む

　

む

む

　

む

　

む

む

　

　

　

　

　

第
二
に

「
大
正
五
年

一
家
族
所
得
額
」
ε
「
大
正
七
牟

】
家
族
所
得
額
」
こ
奄

　
衷
に
ま
ε
め
な
が
ら

・
而
も

「
大
正
七
年
の
所
得
額

」
ご

「
大
正
五

む年

の
納
税

戸
数

」

ご
が

結
ば

っ
て

み

ろ
。

學
者

た

ろ
櫨
…士
ば

恐

ら
く
此

襟

な
事

11
な

さ

る
ま

い
ぐ」思

っ
た

の
で
あ

っ
れ
q

動

然
し
、
も

し
ゃ
ξ
思
ひ
凝
然
を
四

つ
に
分
ち
激
を
乞

ふ
だ
所
が
、
果
然
余

の
豫
測
通
り
大
正
五
年
の
第
三
種
所

得
税
統
計
ε
大
正
七
年
の
東
窟
市
生
活
標
準

♂
が
原
材
料
で
あ

っ
た
。
而
も
此
事
責
を
博
士
は

「
鹸
り
重
大
で
な

りい
」
ざ
断
言
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
宿
願
統
計
を
故
意

に
愛
更
し
而
も
何
等
断
b
書
を
附
せ
な
い
事
は
「
徳
義
上
の
問
題

は
兎
に
角
、
學
的
艮
Y心
の
許
さ
な
い
所
で
あ

る
。
博
⊥
⊥
の
議
論

の
誤
謬
を
余

は
便
宜
上
四
段
に
分
ち
て
論
ず

る
。

第

一
に
博
士
は
我
国
に
於
て
生
活
費

の
高

い
東
京
市
の
生
活
標
準
で
全
国
を
律
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
博

士
は
無
條
件
で
な

い
、
「
條
件
付
」
だ
ご
辯
明
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
東
京
が
全
国

の
中
小
都
會
、
田
舎
よ
り
も
物
儂
の

高
き
事
は
、
博
士
自
身
が
實
讃
し
て
ゐ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
も
し
東
京
の
戸
敷
が
日
本
全
国
の
戸
撒
の
殆
ん
ご
大

部
分
を
占

め
て
居
れ
ば
格
別
、
さ
も
無

い
限
り
之
を
企
図
の
生
活
標
準

に
推
し
及
ぼ
す
の
は
、
鯨

り
に
條
件
が
多

　

む

過
ぎ
る
で
は
無
い
か
。
問
題
は
日
本

に
於
け
る
最
小
生
活
費
で
あ
る
、
而
し
て
其

を
得
て
み
な
い
人
は
露
命
を
繁

　

む

ぐ
事

ε
な

る
の
で
あ

る
。

而
も

そ
れ
を
決
す

る
に
日
本

に
於

て
比
較
的
物
、債

の
高

い
東

京

を
採
用

せ
ら

る

、
の
は

穏

當
を
鉄

き
は
し

な

い
か
。

第

二
は
大

正
五

年

の
戸

敷

を
採
用

し
而
も
之

に
配
す

る
に
大
正
七
年

の
生
活

標
準
を
以

て
し
て

ゐ
ら

れ

る
黙

で

説

苑

所
得
分
配
統
計
た
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

第
+
二
巻

(第
三
號

=
【五
)

四
弐
九

16)
17)

18)

拙稿=生 計調査な論↑(本部 第十一魯第 六號749-750頁>
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設

苑

所
得
分
配
統
計
た
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

第
十
二
巻
.

へ第
三
號

一
二
大
)

四
[七
Q

あ

る
α

博
士

は

「
大
正
七
年
七
月
頃

に
大
部

分
を
纏

め
て
・…
:
讃
表

し
π
も

の
で
あ
り
ま
す

、
從

て
其
當
時
最
近

の
圭

　

うの

、挽
局
統
計
書
を
用

み
だ
の
で
あ
り
ま
す
」

ε
管

へ
て
る
ら
れ
る
が
、
同
様
の
数
字
は
大
正
九
年
三
月
獲
行
の
生
活

問
題

に
も
同
年
九
月
腰
行

の
生
活
経
済
の
新
能
率

に
も
繰
返

へ
さ
れ
て
み
る
。

特

に
余
が
博
士

の
激
を
乞
ひ
た
い
の
は
、
大
正
七
年
の
生
活
標
準
を
何
故
大
正
五
年
の
統
計
に
悉
用
せ
ら
れ
、

而
も
統
計
面
で
は
恰
も
大
正
七
年
の
戸
敷
に
割
嘗
て
セ
檬

に
攣
形
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
か
の
黙
で
あ
る
。

)

)

ロ

ユ

ユ

エ

大

正

七

年

-

≧

ー
ー
l
l
i
j

、

貧
森
本
博
士
の

貧
富
の
標
準

申
.

上

・
{
耳

「

・
嘗鑑

所1

塁例
・1

覗
」

火

止

五

年

四
8

圓

未

満

四
〇
〇
1

「
δ

8

一
δ

O
O
一

晶
、
O
ロ
〇

二
6

8

一

耳
、
O
O
口

三
δ

0
0
一
.
五
δ

8

五
δ

O
O
一
昌
0
、
0
0
ロ

昌
O
、
O
O
ロ
ー

κ

半

築
三
抽
「
黒
鳥
　
以
下

.

垂

{、着

～戸
以
島

.韮　　　

↓く

所

得

金

額

吾

O
圓

未
漏

E
ロO
I

一
、O
O
O

「
δ

00
1

二
、
0
0
ロ

】一δ
O
O
一

　「
0
8

三
、
0
8
1

E
、
0
8

眠
δ

8
1

昌0
δ
8

昌
O
δ

8
1

」

⇒く

戸

鍛

　

。
九
、穴

八
三
、三
三
抽
　
以
.下

遜

戸以ム

　　　

*
博
士
の
所
謂
貧
民
の
上
乃
至
上
流
の
上
の
階
級
の
戸
数
ぱ
最
小
限
の
数
字
で
あ
み
か
ら
,以
上
」の
文
字
な
附
し
た
。・從
っ
て
総
戸
数
よ

71
此
等
の
数
字
々
達
引
い
た
貧
民
の
下
の
数
字
ば
最
大
限
で
め
ろ
か
ら
「以
下
」こ
書
き
添
へ
た
。

森
本
博
士

の
貧

富

の
標
準

に
從
ひ

、
大
正
五
年

ε
大

正
七
年

の
撒

字
を
用

ひ
、
以
上

の
表

を
作
製

し
た
。

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

大
正
五
年

の
所

得
金
額

を

イ
、
戸

数
を

ロ
ε
.し
、
大

正
七
年

の
所
得

金
額
を

ハ
、
戸
敷
を

二
こ
す

る
ご
イ

ロ
ご

(

く

{

〈

(

(

19)
20)

21)
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↓
↓
が
相
慮
す
る
澤
で
あ
る
。
然
る
に
博
士
は
物
慣
高
き
大
正
七
年
の
所
得
金
額
い
に
、
物
償
低
き
大
王
五
年
の

く
く

戸
敷
切
を
結

び
付
け
、
日
本
人
の
生
活
標
準

の
低
い
の
を
高
調
せ
ん
博
努
力
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
更

に
博
士
は
米
国

く

ゑ

の
所
得
税
統
計
を
も
引
用
し
て
ゐ
ら
れ
・
が
、
真
摯

は
轟

で
あ
㌦

あ
の
盤

を
こ
う
か
我
国
の
所
得
雑

誌
に
謝
し
て
も
適
用
し
て
頂
き
丸

い
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
博
士
の
利
用
せ
ら

れ
π
材
料

は
所
得
税
統
計
で
あ
る
。

所
得
税
統
計
の
所
得
額
が
内
輪
の
轍
字
で
あ
る
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
ε
云

書

に
罰
し

百

分
が
反
讃
す
る

の
材
料
若

し
な
脳

妄

は
れ
た
・
嚢

の
配
當
金
冠

債
地
方
債
の
摯

篶

一
種
第
二
藩

得
・
し
て
算

定

せ
ら

れ
て

る
る
も

の
は
次

に
譲
り

、
藪

に
は
其
以

外

の
理
由

で
内
輪

の
撒
字

た
る
事
を
明

に
す

る
。

て

所
得
税
は
申
言

よ

つ
て
調
査
す
ろ
の
が
逓
常
の
順
序
で
あ
ろ
。
然

る
に
申
告
数
-・
非
常

に
少
く
、
五
割
ば
塵

員

外
に
霧

署
が
調
査
す

ろ

の
で
あ

ろ
・
此
事
書

・
申
告
も
芋

秘
務
署
の
目
に
も
入
ら
な

い
所
得
者
の
あ
ろ
事
全

不
し
て
ゐ
ゐ
。

二
、
次

に
申
告
者
の
申
告
額
は
税
務
署
ご
町
告
者
こ
の
交
渉
の
結
果
大
に
羅
上
げ
ら

ろ
㌧
な
常
ミ
す
み
。
此
事
に
、
實
額
以
下
の
申
告

心
し
て
遂

ド

實
額
以
下
の
決
定
額
だ
け
が
所
得
税
統
計

に
現
に
れ
ろ
場
合

の
あ
る
事
な
反
離
す

ろ
の
で
あ

ろ
。

三
・
税
務
署
の
貴
額
調
査
の
結
果
に
先
づ
實
際
の
所
得
額
ミ
考

へ
て
よ
か
ら
　
。
而
も
此
場
合
貴
額
調
査
の
結
果

の
八
掛
九
掛
か
決
定
額
与

る
の

で

あ
る
・
霧

統
計
に
得

れ
た
羅

額

の
多
く
養

額
調
査
の
場
禽

決
籍

よ
り
少

い
の
海
曹

す
・
。
叢

調
査

の
結
果
の
入
掛
九
掛
た
・

決
定
積

工
リ
、
尚
少
い
大
部
分

の
所
得
が

、
實
額
よ
り
両
輪

に
見
積
ら
れ
て
み
ろ
事

ば
云
ふ
迄
も
な

い
。

四

、
質
物
給
異
な
受
け
て
み
ろ
商
店
の
從
業

員
は
夥
し

い
巌
に
上

っ
て
み

ろ
。
衣
食
住
の
日
用
品

ば
凡
て
供
給
ぜ
ら
れ
、
表
面

上
俸

給
に
所
得
脱
海

兎
る
、
臥
庚
に
出
来
て
ゐ

ゐ
。
伺
理
論
上
所
得
に
戯
す
べ
春
も
の
で

而
も
税
法
の
看
過
し
て
み
る
も
の
は
莫
大
で
あ

ろ
。

.

五
-
定
期
預
金

の
利
子
が
従
来
課
稚
ぜ
ら
れ
な
か

っ
た
の
に
新
所
得
税
涜

の
立
法

の
主
旨
か
ら
推
察
ぜ
ら
れ

ろ
。
国
債
の
利
子
は
法
律
上
免
除
さ
れ

て
φ
ゐ
・
其
他
賞
與
金
で
笙

種
所
得

も
第
三
種
所
得

ド
も
算
婁

ら
れ
す
に
済
ん
で
み

る
の
も
男
君

存
在
し
て
み

ろ
。

以
上

の
理
由

に
よ

り
斯
得

税
統
計

に
現

は
れ
た
る
所

得
金
額

が
内
鹸
…の
数

字
た
る
事
は

明
で
あ
ら

う
。
勿
論
蹴皿

眼

苑

所
得
牙
配
統
計
か
論
じ
て
森
木
僻
土
に
答
ふ
.

第
ナ
一
.一巻

(第
三
號

=
一七
)

四
七
一

22)森 本博士 二生活 樫濟 の新能*IQ頁
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,

.

説
.
苑
.

所
得
分
配
税
計
な
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

第
十
二
巻

(第
三
號

一二
八
)

四
七
二

視
に
.鳳
そ
れ
ぞ
れ
制
裁
が
あ
る
か
ら
殆
ん
ご
其
絵
地
が
無

い
様

に
思

へ
る
が
、
事
實
は
ぞ
う
で
な
い
。
蓋
し
現
行

法
で
は
脱
税

せ
り
ゃ
否
や
を
催
む
る
手
纏
が
峡
け
て
る
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
に
其
所
得
税
統
計
π
る
や
第
三
種
所
得
枇
統
計
で
あ
っ
て
、
株
式
、
公
債
、
肚
債
等
の
動
産
よ
り
憂
く
る

莫
大
な
る
所
得
は
博
士
の
統
計
よ
り
全
部
除
郷
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。

の

博
士
答

へ
て
曰
く

「
第
二
種
所
得

は
…
:
・決
し
て
あ
な
た
の
云
は
れ
る
様

に
莫
大
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
掲
」

ξ
。
博
士
は
第
二
種
所
得

の
金
額
が
小
だ
か
ら
割
け
た
ご
云

っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
然
し
博
士
は
更

に
進

ん
で
現
代
所
.

得
の
大
宗
た
る
第

　
種
所
得
を
も
除
か
れ
た
の
で
あ
る

。
か
く
て
は
結
局
所
得
を
全
部
否
定
す
.る
結
果
に
階

る
の

で
あ
る
。
余
は
所
得
槍
法
よ
り
容
易
に
推
定
し
.得
る
個
人
所
得
を
、
大
約
次

の
如
く
に
合
計
し
た
。

百
分 ・合
比

ぬ
其 錆
地 三
の 櫃
所 所 計
得 得

斯其 所窮
地 三

得の 得椀
ド　へ 　 デ　　ん　 へ

國 第 第 控 四月F計蕪 ボ騰

干 得 得 額五額

大

正

三

年　

ド

六
六
二
、蹴
(
九
、
尾
ロ
一

穴
一
、
=

ゼ
盆
O
圏

七
二
昌
、
七
一火
、
八
O
、晶

二
〇
高
、六
一石

、
ヘ
七
八

ニ
ロ
、
A
七
四
、
穴
四

四
八
、六
導
N
沢
八
五

二
七
ニ
、
一
匕
五
、
九
四
七

九
九
温
、
八
九
二
膚
置
二

七
二
・
六
六
%

二
心
・
玉
肥
%

大

正

四

年目

六
二鴫
、
　西
A
、二
八
0

葺

、些
奥

δ
室
晶

六
巻

£
八
四
、三
豊

轟
一疋
、
ぬ
こ
西
、
「四
九

一三
、
互
六
八
、
一六
(

旭
七
、
可}昌
六
、
9
=

二
九
ゼ
、
八
三
三
、
三
三
八

九
九
皿
、
=

七
』
ハ八
一

菖

凸

(
%

二
九
・
を
「o/
ρ

ナ
禮
第
三
種
所
得
は
全
所
得
額
の
五
射
を
占
む
る
に
過
ぎ
す

大

正
五

年　

六
四
一
、
死

肉
、
閥
(
(

窓

、
九
〇
四
、
七
七
三

封
6
二
、
一
〇
一
、
二
穴
一

四
=

、
罰
虹
六
、
乱
n氏

言三

、
三
口
圏
、
O
会

ヨ
0
.、
大
胆
O
、
(
O
E

四
九
四
、
腎δ

一
、三
九
二

一
、
一九
ゼ
、
四
〇
二
、
六
器
二

築

・
醤

%

四
一
,
二
六
%、

大

正

大

筆　

接
聖
八
究

、(臭

六
四
、
内
苑
ゼ
、
D
閣
一

八
四
四
、五
六
六
、
八
八
眉

八
七
へ
、(
七
二
ー
(
=

琴
『
五
六
へ
、
(
二
四

五
剛
、
九
{
四
、
凹
面
四

宝
八
七
、三
九
穴
、
0
(
九

一
「八
=

、
九
六
二
、
九
竺
ハ

四
六
・
六
一%

馨
「
必
需
%

大

正
七
年　

一
、
O
天

δ

ゼ
ロ
、
託
0
二

六
九
鼠

六
一
-
響
三

一
、
0
八
七
、大
三
一
、
△
晶
五

会
兀
、
五
へ
】「、
〔
O
O

四
八
、
冒言
三
、
〇
六
二

内
皿
、
0
菖
寓
、
六
六
四

九
五
二
、豊

一、九
二六

二
、〇
四
〇
、五
△
邑
、虫
畠

五
三
・」冗
%

昊

圭

%

大

正

入

牢　

一
、
署

ロ
、
耳
天

、
(
三

へ
七
、
　三
(
、
金
元

一
、至

ゼ
、
内
合

、
穴
茜

一
、
四
二
六
」

へ
く
、
　「六
七

三
二
、
ロ
湘
へ
、
き
建?P?P?

の

殊
航
第

一
種
所
得
の
増
加
だ
共
起
第
三
種
所
得

24)115頁
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裂

は
相
射
的
減
少

の
趨
勢

に
み
る
。
企
業
組
織
ε
し
て
の
株
式
會
肚

の
獲
蓮
ご
、
合
法
的
腕
橈
の
具
ざ
し
て
の
株
式

會
肚

の
新
設

ε
は
此
が
原
因
で
あ
る
。
現
に
森
本
博
士
も
分
配
の
公
卒
を
期
す

る
爲

め
国
家
の
探

る
べ
き
手
段

の

主
な
る
も

の
、
第

一
ε
し
て
税
制
の
改
革
を
擧
げ

「
所
得
挽
に
於
て
は
…
:
・會
耐
、の
利
益
配
當
金
に
課
税
す

る
事

第

一
種
及
び
第

二
種
の
所
得
税
拳
を
更
に
重
く
す
る
事
」
を
望
ん
で
ゐ
ら
れ
る
。
即
ち
會
砒
の
利
益
配
賞
金
が
個

人
に
移

る
場
合
に
は
綜
合
課
税
を
行
ふ

べ
し
、
第

一
種
第
二
種
所
得

の
税
率
を
重
一
す

べ
し
ご
の
博
⊥
⊥
の
御
意
見

は
、
第

一
種
所
得
特
に
株
金
所
得

の
存
在
を
前
提

ご
し
た
も
の
で
あ
る
。
何
故
博
士
は
税
制
の
改
革
に
は
株
金
所

得
を
目
標
ε
し
、
而
も
國
民
所
得
の
算
定
に
は
至
部
之
を
除
外
せ
ら
れ
た
か
。
其
態
度
の

一
貫
せ
ざ
る
を
惜
む
の

で
み
る
。
弦
に
面
白

い
統
計
が
あ
る
。

・・

蕊

轟

副
割

判

額
.騒
照
照
膣
馴

難
錺

　

　

ド

　

　

　

　

甲

八
、
=

一、四
芙

(
、
お
築
倉

一

五
、曼

容

廿
、九
四
〇

音

質
茜

0

菖
=
.

上
流

の
申

乙

酉
、ム
酋
、芙
二

四、八茜
、一六
一「

1

棊
昌直
{三

畳
9
、五六ニ

ー

貧
民
の
下

面

四
、三巴
、四五四

四、一一六三
、〇五三

五へ、四9
.

量
0、七美

耳玉
、三
A

カ
、五四(

上
流
の
上

甲

、
乙
、
丙
は

い
つ
れ
も
大

富
豪
で
あ

る
。
然

る

に
其
所

得
の
大
部

分
を
配
賞
金

か
ら
得

て

み
る
爲

め
に
、
奇

妙
な
現
象

を
生
す

る
の
で
め
る
。
森
本
博

士

の
費
富

の
標
準

に
從

へ
ば

、
四

百
参
拾

四
萬

圓
所
得

の
丙

が
五
萬
八

千
圓

の
所
得

者

ε
し
て
上

流

の
上

に
列
す

る
は
術

よ

し
ε
す

る
も

、
甲
が
事
實
八

百
萬
圓

の
所
得

を
有

し
な
が
ら

五
千
圓

の
所

得
者

ざ
し
て
⊥
流

の
中

に
列
し
、
甚

だ

し
き
は
五
百
萬
圓

に
垂

ん

蓬
す

る
所

得

を
有
す

る
乙
富
豪
が

血

色
涙

ご
で
露
命

を
繋

ぐ
貧
民

の
下
ご
な

る
に
至

る

の
で
あ
る
。

こ
れ
博
士

が
第

一
種
厨

得
を
無

視

せ
ら
れ
し

ょ

説

苑

所
得
分
配
統
計
々
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

第
十
二
巻

(第
三
號

一
二
九
)

四
七
三

26)森 本博士=生 活縄濟 の所得 率33頁



醗

苑

所
得
分
配
統
計
か
論
じ
て
森
本
、醇
士
に
答
ふ

第
†
二
巻

(第
三
號

=
二
〇
)

四
七
四

り
出

つ

る
當
然

の
結

論

で
あ

る
。

大
正

六
年

に
、
大
阪
税

務
監
督

局
管
内

で
第

三
種

所
得

及

法
人

よ
り
受
く

る
配
當
金
賞
與
金

を

合
算

し
た

る
も
.

の

、
所
得

分
配
統
計

を
作

っ
た

。
同
管
内

及

び
日
本

全
国

の
第

三
種
所
得

分
配
統
計

ε
劃

照
す

る
ピ
次

の
如

く
で

あ

る
。

.
大

正
六
年

に
當
該

金
額
以

上

の
所
得

を
有
す

ゑ

戸
敷

-

l
I
I
I
I
I
i
卜

1

-

」

所
得
金
額円

四
ロ
O

吾

0

苫

〇

一δ
8

二
、
8
0

三
δ

UO

E
δ
8

ゼ
、
8
0

一〇
「
8
0

至
δ

〕0

二
〇
δ

〕0

耳
0
δ

8

乱
O
、
ロ冒

菖

δ
8

一9
〕
δ
ロ
O

第

三

種

所

得

〔大

阪

税
務

昧
督

局
管

内

〕　

一色

、突

七

一
天
、
=
嘉

弊
…、誉
=

四
二
、六
美

一調
、四
聖

力
、
元
肥

四
、
一…壱

一一、四賀

一
、四
突

合

若

輩

=

「「倉三
(

八
田

.

無

策
三
種
所
得
及
法
人
よ
り

異
く

ろ
配
當

金

賞

與

金

(
大
阪
税
務
監
督
局
管
内
)

伽

一三
〇
-四
三
へ
.

八
二
、一d
ハ

三
二
、〇
二
五

「三
δ
〇
九

三
」
異

容

八茜

四
、奏
八

三
、0
里

「
九
一(

一
-三
盟

.
八
四
六

四
豊

三
兄一δ

[

第

三
種
所
得

(円

本
全

國
)　

'
薯
O
£
望

ゴ
三
、喜
二

三
一
.二、九
七
仁

天
『

禿

二

六
四
、玉
萱

三
四
、
四
五
六

一
嵩

〇
四
E

八
、
莞

〇

四
、
九
一貞

」一
、
四
九
(

・

一
、
至

葺

く
二

割
…〈
0

登

呂
冥



1

法
人
よ
り
受
一
る
配
當
金
賞
與
金
を
加
砦

・
.参
萬
圓
以
上
の
階
禦

大
阪
霧

監
慧

智
内
気

百
四
土

ハ

キ

戸
あ
る
の
に
、
第
三
種
所
得
の
み
で
は
日
本
全
国
で
八
百
二
十

一
戸

に
過
ぎ
な
い
。
第

一
種
所
得

の
作
用
は
賢

に

大
で
あ
る
。
十
萬
圓
以
上
の
牛
牧
巻
が
全
図
僅
か
に
四
十
九
人
ε
云
ふ
博
士
の
敷
字
は
全
く
誤
謬

で
あ
る
。

更

に
進
ん
で
注
入
よ
り
受
く
る
配
當
金
賞
與
金
を
綜
合
せ
ざ

る
場
合
の
日
本
全
国
ε
大
阪
税
務
監
督
局
管
内
の

℃
母
Φ8

線
ξ
、
綜
合
せ
し
場
合
の
大
阪
管
内

の

℃
韓
卑
o

線
ε
を
比
較
し
次
の
結
果
を
得
把
。

ゆ

法
人
よ
り

無
く
る
配
常
金
賞
興
金

毎
綜
合
ぜ
ざ
る
場
合

Q

日
本

全
国

鳶
鴨

≧
11
円o
・O
O醤

O
む。唄
一
　
,晋

。。駅

喧

∪

大
阪
税
務
監
督
局
管
内

粛

≧
1
10,0
①蕊
の
鷺
1
μ
.疇
g。
ミ

薦

聴

法
人
よ
り
憂
く
る
配
當
金
賞
興
金
な
綜
合
ぜ
る
場
合

同
一大
阪
税
務
監
督
局
管
内

譜

≧
随
G。,馬。
塾
履
践
1
　
.日
誌
㊤
鳶
黛

眠
が

一
・五
七
八
よ
b

T

四
七
三

に
減
じ
、
更
.三

三

一
五

に
減
少
し
た
の
は
、
第

一
種
所
得
を
除
外
し
た
統

計
が
所
得
分
配
の
状
態
を
傳

ふ
る
に
如
何
に
償
値
少
き
か
を
思
は
し
め
る
の
で
勿

。
。

要
す
る
に
本
當

に
血
鼓

ε
で
生
活
し
て
み
る
人
の
肇

は
、
少
を

も
博
士

の
敷
守

・
り
減
少
し
て
み
る
筈

℃
あ

る
・
蓋
し
時
を
無
税
し
、
所
を
超
越
し
、
内
輪

の
数
字
を
誤
用
し
、
他

の
洩
れ
た
る
部
分
を
顧
慮
し
な

い
の

が
直

土

の
統
計
で
あ
る
・
從

っ
て
里

の
所
謂
貧
民
の
上
乃
至
上
流
の
上
の
階
級

の
最

は
、
實
は
最
小
限
を
.

灘
蜷

盤

鯵

鞍
脚取醗
懸

隔
ゲ撮纏

難

吐鋒

法
-

最
大
限
最
小
限
に
顧
慮
な
く
全
膣

よ
b
部
分
を
引
け
ば
残
飴
が
残
な
己
云
ふ
博
士

の
方
法
-

は
今
後
絶

説

苑

所
得
分
配
統
難

論
じ
轟

本
塁

蓉

ふ

第
+
二
巻

(第
一議

三

こ

四
宝

、

27)高 野 博 士=前 掲 論:3,515一 ～め 頁



眈

苑

所
得
分
配
統
計
を
論
じ
て
森
本
博
士
に
蓉
ふ

第
十
二
巻

(第
三
號

=
二
二
)

四
七
六

劃

に
中
止

し
た

い
も

の
で
あ

る
。

博
士

は
「
悪
し

き
統
計

は
、
な
き

よ
b
も
悪

し
」
ε
云

っ
て
ゐ
ら
れ

る
が
、
用

ふ

べ
か
ら
ざ

る
所

に
用

ひ

し
爲

め

折

角

の
正
確
な

る
税
務
統

計
を
混
礫

に
化

せ
ら
れ
北

の
は
}
返

す
み
＼

遺
憾

で
あ

る
。

第
四

小
學
校
教
員
生
計
調
査
に
封
ず
る
博
士
の
誤
解

'
.
博
士

は
非
常

に
昂
奮

し
た
調
子

で
余

の
論
文

を
批

評

し

て
ゐ
ら

れ

る
。博
士

は
余

に
答

へ
ら

る

へ
場
合

に
は
「
不

完
全
h
な

)統
計

を
用
ひ
…
・.・論
究
す

る
事
が
あ

る
が
…

…
大
髄

の
傾
向
を
示
す

爲
…
…
用

ひ
る

に
過
ぎ
な

い
」

ξ

述

べ
、
以

て
第
三
種

以
外

の
所

得
を
無

規
し
統
計

を
愛

放

せ
し
事

の
辯

解
ε
し

て
ゐ
ら

れ

る
。

然

る
に
余

の
説

を

疵
評
す
る
に
當
り
て
は
寸
毫
も
假
借
せ
す
、
「
統
計
の
便
値
は
先
第

　
.に
数
字
の
正
確
な
る
事
に
あ
ム

の
全
盲
を

偏

狭

に
解
し
、
架

空
の
汐
見
法

則
を
勝
手

に
建
設

し
て
余

に
冤

罪
を

き
せ
て

ゐ
ら

れ

る
。
其
間

態
度

の

一
貫

を
鉄

い
て

る
る
が
、

こ
れ
亦

博
士

の
學
問

に
欝
す

る
熱

心
よ

り
出

で
た
も

の
で
あ
ら
う
。

博
士

の
批
評

は
大
艦

衣

の
如

く

に
分

つ
事

が
出

家

る
噛

第

一
は
研
究
方

法
よ
り
結
果

が
大
切

で
あ

る
、
殊

に
統
計
や
「
撒
式

に
精
力

を
用
ひ
温
」
す

る
は
面
白

く
な

い
、

・、

巴
云

ふ
て
る
ら
れ

る
。

簑

、π

調
査
方
法

に
謝
す

る
攻
撃

で
あ

る
。
期
間

、
客

髄

、
ま
禮

.
研
究

方
法

凡
て
に
わ

た
り
、
京
都
市

小
學

校
激

員
生
計
調
査

を
非
難

し
、
遂
に

は
「
畢
術
進
歩

に
妨
害

を
な
す
」ピ

迄
極

論

し
て
ゐ
ら
れ

る
・

第
三

は
整
理
方
法

に
て

φ
巴
8
昌
、自・
冒
。匿
巳

を

利
用

し
た

の
が
よ
く
な

い
そ
う

で
あ

る
。

29)

29)

隷跨
32)
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第
四
は
整
理
の
結
果
で
あ
る
。
汐
見
法
則
な
る
架
室

の
法
則
を
二

つ
作
り
、
燈
が
余
の
致
命
傷

だ
ご
断
定
し
て

ゐ
ら
れ
る
。

思

ふ
に
博
十
は
余
の
誘
を
殆

ん
ご
誤
解
し
批
評
を
下
さ
れ
た
の
で
め
る
。
然
し
「
學
術
進
歩
に
妨
害
を
な
す
」
ご

迄
博
士

に
誤
解
を
與

へ
た
の
は
余
の
.不
徳

で
あ
る

か
ら
、
誤
解
の
黙
を

一
々
指
摘
し
以
て
余
の
貨
を
果
し
セ

い
。

抑
も
あ
の
調
査
は
元
来
赤
墨
校
長
會
の
調
査
で
あ
っ
て
、
余
は
途
中
か
ら
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
原
材
料

の
蒐
集
に
聞
し
て
は
余

は
何
等
の
責
任
が
無
く
、
艶
事
は
己
に
本
文
に
明
確
に
し
て
置

い
た
筈
で
あ
る
。

ゆ

り

り

り

り

り

　

の

「
大
江
入
牢
十

一
月
の
.事
で
あ

ろ
。
物
慣
ば
異
常

「
騰
貴
す
る
、
而
も
俸
給
ぱ
依
然
醤

の
如
く
で
あ

ろ
。
東
部
市
小
學
校
長
會
ば
之
が
合
理
的
解
決
策

　

　

む

む

む

む

ε
し
て
先
っ
生
計
調
査
の
必
要

奄
感
じ

・…

十

一
月

二
十
日
京
都
市

全
小
畢
校
教
員
約
千
二
百
名
に
、
次
の
牧
人
記
入
用
紙

こ
支
出
記
入
用
紙

こ
の

む

む

む

　

　

　

む

　

む

む

二
枚
な
配
付

し
、
+

]
月
中
の
喪
蹟
な
記
ぜ
し
め
、
†
二
月

一
日
全
部
為
取
纏
め
た
。
+
二
月
中
旬

]
旦
調
査
な
終
り
、
新
聞
紙
上

に
其
結
果
心
臓

　

　

む

む

　

　

　

表
し
た
。
所
が
或
事
情

よ
り
し
て
†
二
月
二
+
七
H

爪
り
私
が
其
整
理
に
加
11
る
事

ミ
な
り

、
大
正
九
年

]
月
末
為
て
全
部
以
の
調
査

々
完
了

し
た

、
b
、
、
、
、
、
、
鋤

の
で
め
ろ
。
本
調
査

の
大
磯
の
樫
過
に
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
從

っ
て
調
査
方
法

に
も
多
少
遺
憾
の
臨

も
あ

っ
た
」。

調
査
し
た
の
は
幕

ボ
霧

審

而
し
て
其
昔

単

。垂

平

削
　

塑

響

謬

、
再
整
理
し
た
の
が

コ

へ

　
リ

ヘ

カ

う

む

む

む

ロ

む

ひ

む

む

む

　余
で
十
二
月
二
十
七
日
以
後
の
事
で
あ
る
。
此
事
實
が
本
文
に
明
記
し
て
め
る
に
拘
ら
す
、
而
も
「
蓮
憾
の
黙
も
あ

ゲ
だ
」
ご
断
b
書

し
把
丁
度
其
部
分
の
み
を
捕

へ
て
、
博
士
は
余
を
攻
撃
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
是
が
批
評
の
殆

ん
ご

.全
部
で
か
る
。
從

っ
て
「
調
査
の
主
龍

に
男
女

の
別
及
年
齢
別
が
考

へ
ら
れ
て
居
な

い
」
「
最
大
缺
陥
は
副
牧
人
が

調

べ
て
な

い
事
で
あ
る
」
「化
粧
代
、
娯
樂
費

、
修
養
費
等

の
如

き
面
倒
な
支
川
の
細
目
は
其
他

に
止
め
」
「
著
者
が

記
入
用
紙
を
牧
人
ε
支
出
こ
の
ご

つ
に
垂
々
分
離
し
π
の
は
誤

つ
だ
結
果
を
来
す
原
因

の
第

一
に
私
は
算

へ
る
」

説

苑

所
得
分
配
統
計
な
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

第
+
二
旛

(第
三
號

=
三
二〕

四
七
七

・

33)拙 稿;京 都市小単核教員生計調 査〔本誌第 十二巻第一號157-159頁)



」

■

説

苑

所
得
分
配
統
計
な
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

第
十
二
巻

(第
三
號

=
二
四
)

四
七
入

-

「
何
故

に
十

一
月

を
選

ば
れ

だ
る
か
不
解
」
「
其
月

末
十

日
間

で
文
書

に
よ
b
て
尋
問
様
式

で
調
査
す
」
の
批

評

は
、

余

の
答
辯
す

べ
ぎ

限
り
で
な

い
。
爾
「
財
産

よ
り
生
す

る
牧
入

の
額
」
「
家
族

の
牧
入
月
額
」
を
利
用

し
な

か

っ
た

の

は
、
材

料

が
不
完

全
で

め

つ
だ

か
ら

で
あ

る
。
「
住
宅

料
」
「
臨
時
手
當
」
は
本
俸

加
俸

よ
り
容
易

に
算

定

し
得

る
事

は
、
博

士

の
夙

に
御
承

知

の
事

ざ
思

ふ
。

以
上

の
理
由

に
よ
b

余
は
何

等
答
辯

の
義
務

が
無

い
の
で
あ

る
が

、
森
本
博
士

に
敬

意
を
表

し
て
次
の
諸

黙

に

つ
き
順
次
御
答

へ
し
た

い
の
で
あ

る
。

.

一
、
統

計
的
方
法

が
生
計
一調
査

に
重
要
な

り
ゃ
否
や

二
、
満

一
ケ
年
間

記
帳

式
方
法

に
よ
ら

ざ
る
生
計
調
査

を
整
理
す

る
事
そ
れ
自
膿

の
可
否

三

、
整
理

方
法

に

○
聾

。
コ
.。・
ヨ
。夢
。
住
を

慮
用

せ

し
事

の
當
否

四

、
所
謂
汐
見
法

則
な

る
も
の
は
余

の
研
究

ご
不
可
分

の
も
の
な
り
ゃ

第
五

生
計
調
査
の
統
計
的
研
究
方
法

博
士
は
方
法
よ
り
も
結
果
を
重
ん
す
る
論
者
で
あ
る
研
余
は
個
々
の
結
果
よ
り
も
、
凡
て
の
筋
合

に
適
用
出
来

、

る
研
究
方
法
に
愛
着
を
有
す
る
學
徒
で
め
る
。
生
計
調
査
ε
統
計
的
研
究
方
注
こ
の
閣
僚
に
封
ず
る
意
見
の
反
射

は
、
凡
て
此
立
場

の
相
違
か
ら
簇
生
す

る
。

順
を
追
ふ
て
答
辯
す

る
。

一
、
博
士
の
反
動
あ
る
に
拘
ら
す
、
余
は
統

計
的
研
究
方
法
が
生
計
調
査

に
重
要
な
る
こ
ε
を
主
張
し
だ
い
。



普
通
経
済
學
の
扱

ふ
生
計
状
態
は
、
或
特
定
人
文
は

一
部
少
数
者

の
生
計
歌
態
で
な
く
し
て
.
大
量
現
象
ε
し

て
の
問
題
で
あ
る
。
從

っ
て
悉
皆
大
量
観
察
方
法
た
る
統
計
方
法
が
、
生
計
調
査

に
必
要
な
る
は
、
云
ふ
迄
も
無

い
っ

博
士
は
統
計
法
に
謝
し
て
不
信
認
の
意
を
表
し
、
之
に
代
ふ
る
に
標
本
調
査
を
以
て
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
是
れ
本
末

を
顕
.谺

し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
標
本
調
査
は
統
計
方
法
の
補
助
手
段
で
あ
る
。
悉
皆
大
量
観
察

の
出
家
な

い
場

合

に
、
や
む
.な
く
採
用
す

を
椹
道
で
あ
る
。
,椹
逆
を
重
ん
じ
.正
道
を
排
斥
す
る
は
余

の
探
ら
ざ
る
所
で
め
る
。

博
士
は
方
法
が
大
切
か
結
.果
が
重
要

か
の
問
題
に
も
燭

れ
て
る
ら
れ
る
。
余
の
片
言
隻
句
を
捕

へ
て
の
不
當
の

攻
撃

に
謝
し
此
上
の
水
掛
論
は
避
け
た
い
。
何
よ
り
先
づ
生
計
調
査
に
封
ず
る
博
士

ご
余
蓬
の
態
度
を
比
較
し
て

ゆ

見
よ
う
。三
年
間
苦
心
の
結
果
だ
か
ら
信
ぜ
よ
ご
て
二
千
圓
な

る
最
少
.生
活
黛
を
掲
げ
、
出
所
も
示
さ
ぬ
統
計
に
よ

ら
日
本
人
の
運
命
を
ト
す
る
の
が
、
結
果
を
重
ん
せ
む
る
＼
博
士
の
態
度
で
あ
る
。
生
計
調
査
を
試
み
る
に
當
り
、

先
づ
其
理
論
を
述

べ
て
自
己
の
立
場
を
明
に
し
、
而
し
て
後
京
都
な
る

一
小
都
市
の
、
小
學
校
歌
景
雲

主

階

級

の
、
而
も

一
戸
を
構
ふ
る
男
激
員
の
み
の
家
計
を
、
修
飾
を
加

へ
す
、
有
り
の
儘

t
傳
ふ
る
の
が
、.方
法
を
重
ん
す

る
余
の
態
度
で
あ
る
。
正
賞
な
る
研
究
方
法
な
く
し
て
、
こ
う
し
て
立
派
な
る
結
果
が
得
ら
れ
よ
う
か
。
大
量
現

象
た
る
生
計
状
態
を
調

べ
る
に
當
b
、
統
計
的
研
究
方
法
を
除
外
し
て
何
を
か
齋
…す
、
「
結
果
を
重
す

る
が
爲
め
に

方
法

享

へ
」
.博
士
が
、
無
意
識

の
間
に

「
都
合
よ
き
結
果
を
出
す
矯
め
に
方
法
を
犠
牲
に
せ
ら
れ
匹

の
セ

悲

し
む

の
で
あ

る
。

二
、
満

一
ケ
年
間
記
帳
式

方
法
に

よ
る
生
計
調
査

で

な

く
て
も
、
比
較
的
同
質

性
、
確
實
性

、
多
撒

に
富

め

る
些

計
調
査

ほ
.
闇

か
ら
闇

に
葬

ら
.す

整
理
す

べ
き

で
あ

る
。

観

菊
.

所
得
分
配
統
翫
か
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

第
十
二
巻

(第
三
號

=
二
五
)

四
七
九

3萄 森 本博 士:

35)Io4頁
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曾

説

苑
.

所
得
分
配
統
計
な
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ
.

第
+
二
審

(第
三
號

一
三
六
)

四
八
Q

精
確
な

る
原

材
料
を
多
数
用
ひ

て
、悉
皆

大
量
観
察

が
出

來

れ
ば
、
統

計
ピ
し

て
は

理
想
的

の
も

の
で
あ

る
。
然

お

し
森
本
博
士
が
「
私
自
身
も
…
不
完
全
(
な
)統
計
を
用
ひ
」
`
云
は
れ
る
通
り
、
或
は
原
材
料
の
内
容
が
大
鰹
の
数

字
て
め

っ
た
り
、
又
は
原
材
料
が
少
数

の
爲
め
に
僅
に
標
本
調
査
を
行
ひ
得

る
に
止
ま
る
の
が
世
間

の
普
通
で
あ

る
。
故
に
上
記
の
精
確
の
林
料
ε
悉
皆
大
量
観
察
ε
の
二
條
件
を
具
備
し
な
い
迄
も
、
或
は
精
確
な
る
材
料
の
標

よ

本
調
査
、
又
は
大
膿
の
材
料

の
悉
皆
大
量
蜆
察
が
出
来
れ
ば
、
實
際
統
計
家
ご
し
て
は
満
足
で
あ
る
。
要
は
数
字

の
出
所

ご
研
究

の
態
度
嬉
を
明
に
す
る
に
あ
る
。
か
の
「
悪
し
き
統
計
は
な
き
よ
り
も
悪
し
き
も
の
で
あ
る
μ
の
言

の
眞
意
味
は

「
現
實

に
は
完
全
無
缺
の
統
計
が
無
い
か
ら
、
使
用

の
際

に
は
敷
字
の
出
所
、
研
究

の
方
法
を
明
に

し
て
以
て
學
界
を
誤

る
勿
れ
」
ご
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
博
士
は

一
概
に
.
「
藪
の
人
な
る
事
鳳
望
ま
し

い
の
で

鋤

あ
る
が
不
完
全
な
大
藪
よ
り
も
完
全
に
近

い
少
数
の
カ
が
尊

い
、
斯
く
て

冒
&
①
の
必
要
が
起
る
」
ご
云

っ
て
ゐ

ロ

ら
れ
る
。
然
し
こ
れ
實
に
悉
皆
大
量
観
察
の
長
所

を
無
視
し
た
極
端
論
で
あ
る
。
文

目
。
α
①
を
博
士
が

一
部
少
数

の
標
本
調
査

か
ら
完
全
に
算
定
し
得

る
も
の
ε
思

っ
て
ゐ
ら
れ
る
の
は
何
か
誤
解
で
な
か
ら
う
か
。
材
料
の
精
確

ご
悉
皆
大
量
観
察
こ
の
二
黙
か
ら
研
究
を
進
め
長
短
相
補
…ひ
始
め
て
完
歪
な
も
の
が
掛
来
る
ご
、
余
は
考

へ
て
る

・
・
材
料
の
精
讐

云
熱

・
就
て
は
己
僑

野
樽
士
が
募

を
し
て
下
さ
つ
や

然
し
悉
奨

揚

察
の
讐

從
來
鯨
力
高
調
せ
ら
れ
て
な

い
、
我
學
界

の
現
状
よ
り
せ
ば
寧
ろ
此
方
面
を
紹
介
す

る
必
要
が
あ
る
。

具
髄
問
題

に
う

つ
る
。
京
都
市
小
學
校
激
員
は

一
昨
年
十

}
月
尋
問
様
式
の
生
計
調
査
を
行
ぴ
、
以

て
増
俸
運

'
動
の
手
段

`
し
た
の
で
あ

っ
た
。
博
士
な
ら
ば
、
例
の
満

一
ケ
年
間
記
帳
式
方
法
で
な

い
ご
云

ふ

一
理
由
を
以
て
、

此
調
査
を
闇

か
ら
闇
に
葬
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
企
は
敢
て
是
が
整
理
に
徒
事
し
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
知

36>`正 【5頁
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甲

識
階
級
セ
愛
す

る
か
ら
で
あ
る
。
學
問
を
愛
す
る
か
ら
で
あ
る
。

試
験
管
で
自
由
に
實
駿

の
出
家
る
の
は
自
然
科
學
着
の
特
灌
で
あ
る
。
之
に
反
し
肚
會
を
対
象
ざ
す

る
學
者
は

實
駿
の
自
由
を
有
し
な

い
か
ら
、
耐
會
現
象
の
起

る
や
一
瞬
時
も
猶
豫

せ
す
、之
が
眞
相

の
研
究
を
必
要
ε
す
る
。

大
正
七
八
年
各
所
で
勃
獲
し
把
増
俸
運
動
は
、
碓
水

の
そ
れ
`
は
異
り
、
多

く
は
生
計
調
査
に
倫
理
的
根
抵
を
求

め
π
、
此
時

こ
そ
智
識
階
…級
の
　肛
會
運
動
の
填
創
に
進
展

し
把
持
で
あ

っ
た
。
肚
會
現
象
を
扱
ふ
余
は
袖
手
傍
刺
…

す
る
に
忍
び
な
か
つ
セ
の
で
あ
る
。
是
れ
余
が
、
完
全
な
材
料
で
無

い
ご
は
知
り
な
が
ち
、
比
較
的
に
同
質
性
催

實
性
特

に
多
数
の
條
件
を
具
備
せ
る
京
都
市
小
學
校
教
員
生
計
調
査
を
整
理
し
た
所
以
で
あ
る
。

博
士

の
云
は
る
、
通
り
本
調
査
の
材
料
は
頗
る
難
物
で
め
る
。
然
七
知
識
階
級
の
増
俸
運
動
の
際
の
生
計
調
査

は
.
よ
り
以
上
不
完
全
な
の
が
通
常
で
あ
る
。
本
調
査
に
て
も
牧
支

の
用
紙
を
分
離
し
、
無
記
名
に
し
.
内
職
牧

人
の
記
入
を
避
け
、
想
像
以
上
に
臆
病

の
態
度
を
ご
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
机

の
上
は

い
ざ
知
ら
す
、
是
が
事
實

だ
も
の
仕
方
が
な
い
。
貴
族
的
清
興
経
済
學
の
立
場
よ
り
、
此
等
血
ε
涙
ε
の
材
料
を
捨

つ
れ
ば
即
ち
止
む
、
余

は
萬
難
を
排
し
て
死
物
を
生
か
し
カ
の
で
あ
る
。
此
努
力

に
皮
肉

の
批

評
を
投
ぜ
し
が
博
士
で
あ
る
。
而
も
校
長

會

よ
り
回
付

せ
ら
れ
し
材
料
の
完
全
な
ら
ざ
る
に
つ
い
て
余
が
遺
憾
の
意
を
漉

せ
る
丁
竪

蔀

分
に
關
し
攻
撃

の

矢

を

向

け

て

ゐ

ら

れ

る
。

主
隈

に
し
て
も
、
圭
芒
し
て
食
物
消
費
量
㌔
標
準
こ
し
た

ρ
ロ
2

な
求
め
其

.ρ
二
2

の
算
術
的
合
計
の
み
炬
考

へ
以
て
衣
服
住
宅
其
他
凡
て
の
消

盛
状
態
な
機
械
的

に
獅
漸
ぜ
ん
ご
す
る
が
、
博
士
の
主
張
で
あ
る
。
此
議
論
に
鹸
り
に
俸
統
的
た

る
マ」
共
F
、
大
小
人
の
琶
加
し
か
な
い
調
査
材
料

に
封
ず

る
渦
}嘗
の
注
文
で
あ
ろ
。

期
間
ド
し
て
も
、

一
年
だ

建
季
節
的
攣
動
の
除
去
、
掛
費

の
取
扱
等
種

々
長
所
の
あ
ろ
事
に
凡
て
書
物
に
書

い
て
吻
ろ
。
然
し
徒
に
形
式

に
泥
み

就

苑

所
得
分
配
統
計
藷

じ
て
森
本
薄
書

答
ふ

第
+
二
巻

(第
三
號

三

さ

四
八
[



「

説

苑

所
得

分
配
統
計
な
論
じ
て
森
本
博
士
に
答

ふ

.

第
+
二
巻

(
第
三
號

】
二
八
)

四
八
二

常
に
期
間
生

年

に
定
竺

年
未
満

の
材
料
茎

部
捨

つ
る
に
隙
り
に
迂
遠
で
舞

ら
　
か
。
特

F
物
便
騰
貴
し
生
活

の
駆
迫
甚

し
く
遂

に
増
俸
運

動
の
手
段
に
出
で
し
常
時
の
生
蹴
状
態
存
調
べ
る
に
に
、
短
期
日
に
も
充
分
の
長
所
な
認
め
ね
ば
な
ら
沿
。

客
磯
、'
研
究
方
法
に
聞
す
る
越
士
の
議
論
も
触
り
脚
質
情
た
無
現
し
て
み
ろ
。
智
識
階
級
の
瞬
俸
運
動
の
際
に
財
産
、
内
職
順
人
心
正
確
に
記
入

冠
し
め
ん
ピ
し
、
壕
計
帳
の
全
部
の
提
供
な
迫
る
は
果
し
て
可
能
の
事
で
め
ら
う
か
。

要
は
其
敷

字
の
出
所

を
示

し
研
究

の
態
度

を
明

に

し
、

以
て
間
違

の
少

い
部

分
の
み
を

利
用

せ
ば
よ

い
の
で
あ

る
。
増

俸
運
動

の
材
料

か
ら

不
足

金
の
新

泣
別
を
獲

見

せ
ん
ε
す

る

の
は
、
時

代
の
常

識

を
超
越

し
た
議
論

で
な

か
ち
う

か
。
余

は
之
を
避
け

る
の
で
あ

る
。
支
出

の
鍛
字

に
多
少

の
誇

張
あ
り

ε
す

る
も

、

こ
れ
共

通
的

の
現
象

で
あ
る

か
ら
相
野
撒

を
算

出

せ
ば

、
此
缺
陥

は
救
済

さ
る

、
の
で
あ

る
。
余
が
各
牧

入
階

段

に

つ
き
支

出
内
部

の

相

野
敏

を
算
出

し
た

の
は
、
此

理
由

に
基

く
。
而
も

そ
は
決

し
て
新

法
則

の
樹
立
を

志
し
だ

の
で
な

く
、
從

來

の

国
5
㈹
巴

法
則

の
事
實

を
確

め
ん
ざ
し
た
に
止

ま

る
。

三

、
上

記

の
場
合

に

の
巴
ε
昌
ゴ
巳
①
子
。
鳥

を

使
用
す

る
の
は
差
支

な

き
も

の
で
あ
る
。

一
算

術
孕
均

の
み

で
満
足

し
て

ゐ
ら

れ
る
森
本
博

士

の
研
究

ご
、
多

数
代
表
値
を

計
算

し
撒
値

の
分
布

を
計
算

せ
ん
が
爲

め
に

O
無

量
.㎝
ヨ
。二
δ
乱

を
採
用

せ
し
余

の
方

法

ピ
卒

均
藪

論
士
何

れ
が
優

れ

る
か
。
例

へ
ば
小
里

校

敏
員

の
牧

入
を
調
査
す

る
際

に
、
季
均

牧
人

が
五
十

圓

ピ
云

ふ
の
み
に
て
は
隙
り
意

味

を
な

さ
な

い
の
で
あ

る
。

五
十
圓
牧

人
の
入
二
人
で
も
、
九
十
圓

牧
人

の
人

一
人
八
十

圓
牧
入

の
人
二
人
三
十
圓
牧

入
の
人
五
人

で
も

同
じ

く
五
十
圓
李
均

で
あ
る
。

更
に
進

ん
で
、
初
任

級
、

其

後

の
牧
入
を
算
定

し
以

て
牧
入

の
分
布

を
明
確

な
ら

し
む

る
の
必
要

が
あ

る
か
ら

.
余
は
本
方
法

を
採
用

し
た

の
で
あ
る
。
森

本
博
士

自
身

は
算
術
孕
均

で

一
貫

し
て
ゐ
ら

れ

る
が
、
余

の

〇
四
ぎ

}

巳
・二
}。
」

を
採
用

し
π
事

に
謝

し
て

は
、
異
議

が
無

か
ら
う

ε
思

ふ
。



只
牧
入
、
家
族
敷
、
年
齢
、
勤
続
年
限
等
を
結
び
つ
け
た
黙
が
攻
撃
の
中
.心
ら
し

い
、
勿
論
曲
事
は
小
學
校
敏

員
の
如
き
特
別
の
繧
歴
を
有
す

る
人
に
於
て
始
め
て
假
走
出
來
る
。
,師
範
畢
校
を
卒
業
す
、
下
宿
し
初
任
級
の
牧

人
が
あ
る
、
相
當

の
.年
齢
に
達
す
、
牧
人
も
増
す
渦
家
を
持
ち
結
婚
す
、
子
供
が
山
乗
る
。
足
れ
小
里
校
敬
具
の

通
常
の
纒
歴
で
あ

っ
て
大
部
分
は
此
箪
純
な
る
生
活
を
迭

っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
其
を
假
差
し
把
か
ら
ε
て
、
別

コ

に
汐
見
法
則
な
る
名
罹
を
附
す

る
に
及
ば
な

い
。

勿
論
余
は
此
が
假
定
に
相
當
の
準
備
を
し
π
.
牧
人
、
年
齢

、
勤
続
年
限
三
者

の
關
係
は
別
に
云
ふ
迄
も
無

い

が
、
只

一
黙
家
族
敷
の
問
題
で
多
少
疑
問
が
あ

っ
た
。
然
し
次

の
家
族
分
布
表
で
吸
入
ご
家
族
敷
ε
の
關
係
が
明

ε
な

っ
た
の
で
、
意
を
安
ん
.じ
て
此
方
法
を
施
し
た
の
で
あ
っ
た
。

取

入

階

識

別

・
　
未
轟

分
蝋
　拠

五
〇
圓
乃
至

賦
質

数

(八
)

七
〇
圓

～
百
分
比
(%
ゾ

七
〇
圓
乃
至

」
資

鍛

(入
)

九
〇
圓

冨

分
些

%
)

・
・
塁

職
分
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拠

ア
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眈

蒐

所
得
分
配
統
計
を
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

鮒
+
二
巻

(第
三
號

}
四
〇
)

四
八
四

四
、
博
士

の
所
謂

汐
見
法

則
は
全
く

の
冤
罪

で
あ

る
。

ゆ

「若

し
」
な

る
徹

宝
で
め

る
事

は
余

も
知

っ
て
み

る
。
然

し
假
定
で

以
て
,他

人

の
説

よ
り

法
則
を
推
定

し
(
其

に

他
人

の
名
義
を
附

し
て
嘲
笑

の
具

ε
せ
ん

ε
の
企

は
、
學

界
で

は
飴
り
威
服

し
な

い
事

で
あ

る
。
果

し

て
余

は
憾

士

の
此

不
當
な

る
鞭
を
甘

受
す

一、
き
責
任

が
あ
ら

う

か
.
抑
も

法
則

な
る
も

の
を
建
設
.す

る
に
は
醗

程
愼
重
な

る
.

態
度
を
必
要

ざ
す

る
の
で
あ

る
、

一
二
の
事
資
あ
り

ご

て
直

に
蹴
納

し
て
法
則
を
云

々
す

る
が
如

き
は
大
禁
物

で

あ

る
。
而
も
他
人

の
誘

か
ら
他

人

の
名
義

を
附

し
六
法

則
を
断

定
す

る
の
は

、
飴
程

の
度
胸
を
必
要

ご
す

る
。

汐
見

第

}
則

に
就

て
は
已

に
説
明

し
た
。
汐
見

第

二
則

に
至

っ
て
は
全
く

の
脂
構

で
あ

る
、
余
が

不
足

の
敷

字

を
利
用
し
な

い
ε
明
言
し
て
み
る
の
に
、
博
士
は
わ
ざ
一

算
定
し
而
も
汐
見
な
る
名
稽
を
附

し
余
を
攻
撃

せ
ら

る
、
の
で
あ
る
。
誤
解
を

一
掃
す

る
爲
め
、
余
が
不
足
金
を
計
算
し
な
か
っ
た
理
由
を

一
屏
明
確
に
説
明
し
て
催

か
う
。

増
俸
運
動
の
材
料
π
る
生
計
調
査
で
は
支
出
の
敷
字
が
最
大
限
を
示
し
、
牧
人
は
最
小
限
の
敷
字
だ
る
事
が
普
、

通
で
あ
る
。
特
に
本
調
査
に
て
は
北
勢
が
強

い
。
蓋
し
牧
人
に
は
本
俸
.
住
宅
料

、
年
功
加
俸
、
臨
時
手
當

の
み

を
敷

へ
た
。
然

る
に
支
出
で
は
十
二
月
の
年
末
賞
典
を
豫
期
し
.牛
常
以
よ
に
膨
脹

し
た
消
費
の
数
字
を
含
ん
で
み

る
。
故
に
最
大
限

の
支
出
よ
り
最
小
限
の
吸
入
を
差
引
い
π
不
足
は
、
不
足
金
額

の
最
大
限
を
示
せ
る
虚
撒
に
過

ぎ
な

い
か
ら
、
余
は
張
ひ
て
算
定
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
博
士
は
例
の

マ
イ
ナ
ス
法
を
用
ひ
移

し
て
汐

見
法
則
を
建
設
せ
ら
れ
だ
の
で
あ
る
。
否
不
足

の
大
な
り
蓬
云
ふ

∵
理
由
を
錫
て
、
小
學
校
激
員
に
廃
官
着
呼
ば

は
り
を
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
か
く
の
如
き
立
振
に
理
由
づ
け
ら
れ
る
事
實
あ
る
に
抽
ら
す
虚
盲
者
ε
宣
告

さ
る
、
樽

40) III頁



士
は
・
彊

の
當
然
ε
し
て
當
時
羅

の
結
果
を
示
せ
る
大
阪
霧

監
督
局
員
、
仙
塁
霧

監
欝

員

(俸
給
及

び
手
當
、に
謝
し
家
計
費
が
五
分
乃
至
七
割
超
渦
)
其
他

の
知
識
階
級
を
も
弾
劾
せ
ら
る

・
に
至
る
で
あ
ら
う
。
消

費
脛
濟
學
の
専
門
家
は
何
故
我
国
の
知
識
階
級

に
冶
・酷
な
る
か
。

「
歪

の
挙

に
は
磐

多
あ

學
問
的
興
味
を
奪

㍉
」
雲

つ
・
の
は
・

「
マ
イ
ナ

・
注
i

最
大
限
最
小
限

に
～顧
慮

な
く
企
艘皿
よ
ゲ
部
分
を
引
け
ば
襲

鯨
が
残

る
ε
云

ふ
盟
　純

な

る
.考

方
l
i

を
漁避
け
ハκ
所

の
余

の
.士
⊥主我
で
あ

る
。
第

三
種
所

得
税
統

計

に
於

て
此

間
違

っ
た
方

法
を

適
用

せ
ら

れ
た
博

士

は
、
叉
余

の
材

料

に

つ
き
同

一
の
方

の

注
を
繰

返

し
て
ゐ
ら

れ

る
。

マ
イ
ナ

ス
法
を
用

ひ
な

か

っ
た
の
は
、
余

の
「卑

怯
」
で
あ

っ
た
薦

め
で

な
く
學

的
良

心
を
有
し

て
み
る

か
ら
で
あ

る
9

最
後
二

言
し
た
き
は
・
森
本
博
士
の
引
用
さ
蔓

あ

に
殆
ん
ご
余
の
察
早
で・な
い
事
で
あ
る
。
蓋
し
余
の
文
章
11
全
胆
ε
し
て
意
脈
々
な
す
も

の
で

あ

っ
て

・
余

の
文

章

の
片

言
隻

句
た

勝
手

に

つ
璽
ら

れ

て
攻

撃

な
さ

ろ

の
匡

・
余

に
ミ

つ
て
迷

惑

至

極
で

あ

ろ
。
.例

へ
ば
「
自
賛

云

、
」
ピ
云
に

む

れ

し
も
博
士
の
思
ひ
違
ひ
で
な
か
ら
一、
か
畦
倉
が
自
分
の
論
文

葱

甲

ン
ト
リ
ー
の

・
一
〃
研
究
に
比
し
」
た
様

に
響

ら
れ
た
が
、
賢
は

ぎ

.犀

三

舞

市

ミ
な
比
較

し
た
の
で
あ

っ
て
、
塗

二

四
。
垂

露

。

ε
射
照
し
た

の
で
な

い
。
客

雌
研
究
方
法

.
、そ
我
国
に
最
も
嫡
切
な
ろ
も
の
で
あ

る
」

ε
蓮

べ
た
の
ば
「
京
都
市
小
學
校
教
員
千
二
百

の
諸
氏
の
誠
意

の
結
晶

に
出

づ
」
の
文
章
ぐ」共

に
、

【
方
質

買
な
る
研
究
方
法
心
普

及
す
る
ぐ」
共
に
、

他
方

豪

の
秘
密
た
披
瀝
し
研
究
の
犠
撃

・
な
っ
て
下
さ
っ
た
京
都
市
小
學
校
教
員
諸
氏
に
封
ず

る
余
の
ぜ
め
て
も
の
禮
言
で
あ

ろ
。
甚
だ
し
き
に

ロ

し

む

「
四
十
圓

・
七
十
圓
ε
云
ふ
大
穴

が
各
階
級
に
悉
く
表
は
れ
て
る

ゐ
」
ε
批
評
せ
ら
れ
た
如
き
、
其
冤

罪
な
る
事

に
博
士
の
算
定

ぜ
ら
れ
た
不
足
数
字

の
立
涯
に
實
話
し
て
み
る
翫
で
あ
る
o

第
六

結

論

翰

以
上
述

べ
し
が
如

く
、
森
本

博
⊥
⊥
は
十

二
月

下
旬

の
前
約

を
無

醜

し
て
所
得
税
統

計

に

つ
き
て
は
申

詳
的

の
伯

己
辯

解
を
試

み
ら

る

、
に
止

ま
ち
、
曳

を
逆

に
し
て
余

の
論
文
を
誤

解
攻
撃

せ
ら

る

Y
の
で
あ

る
。
金

城
飽

く
迄

読

苑

所
得
分
配
統
計
奄
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

.

第
+
二
巻

(第
二
號

一
四

;

四
八
五
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」

説

苑

所
得
分
配
統
計
た
論
じ
て
森
本
博
士
に
答
ふ

第

十
二
巻

(第

三
號

一
四
一
じ

四
八
六

余

の
説
の
正
し
く
博
士

の
説
の
誤
謬
た
る
を
信
じ
て
み
る
。

余
が
か
く
迄
博
士

の
藪
字
を
議
論
す

る
の
は
、
博
士
の
所
見
が
世
間

に
誤
解
を
惹

い
て
み
る
か
ら

で
あ
る
。
既

蝸

.

.

.

に
文
學
士
土

田
杏
村
氏
の
如
き
も
、
博
士

の
敷
字
を
兎
に
角

正
し
い
も

の
ε
し
て
議
論
を
進

め
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
消

費
脛
濟
畢
を
専
攻
せ
ら

る
、
樽
士
の
現
在
の
畢
界
の
地
位
か
ら
云

へ
ば
當
然

で
あ

る
。
故
意
に
誇
.張
.し
た
る
我
国

の
惨
状
ε
樂
園
化

し
陀
る
米
國
の
生
計
状
態
ε
を
敷
学
的

に
比
較
封
照
せ
ら
れ
だ
の
で
あ

る
か
ら
、
動
揺
せ
る
我

国
の
人
心
に
定
め
し
大
な

る
波
紋
を
投
げ
た
事
で
あ
ら
う
。
構
士
の
研
究

の
方
面
は
寧
ろ
「
澤
庵
漬
亡
國
」
「
丸
帯

塵
止
」
「
軸
、
襖
、
障
子
の
塵
止
」
等
家
政

の
方
面
に
存
し
、
此
等
の
問
題

に
何
等
の
知
識
な
き
余
は
啓
獲
せ
ら
都

、
所
が
多

か
っ
た
の
で
あ
る
。
然

る
に
家
政
學
の
研
究
を
根
捺

`
し
て
試
み
ら
れ
陀
所
得
分
配
統
計
論
は
、
少
一

ε
も
統
計
學
上
大
な
る
缺
陥
が
あ

っ
π
様
に
思

へ
る
。

余

に
野
す

る
憾
士

の
批
評
は
飴
り
に
感
傷
的

の
分
子
に
富
ん
で
み
る
。
恐
ら
く
余
の
論
文
を
.熱
讃
せ
ら
れ
な
か

つ
.た
だ
ら
う
ざ
思
ふ
か
ら
、
寸
暇
に
熟
語
せ
ら
れ
た
上
再
び
教
示
に
預
り
た

い
も

の
で
あ
る
。

の

タ

を

ア

「
謝
罪
あ

墜

昼

下
に
博
士
に
種

・
の
批
評
海
余
に
加

へ
て
る
ら
れ
る
。
其
中
「
研
究
法
稼

に
統
計
學

上
の
鍛
式

や
数
字

な
重
ん
ず

う
ず

の
批
評

だ
げ
に

、
余

に
封
ず
る
分

こ
し
て
御

受
げ
し
て
置
く
。
然
し
「
研
究
者
の
力
量
㌧
學
徒
ピ
し
て
甚
だ
無
責
任
、
飴
り
に
鼻
怯

篇
.「根
櫨

の
な

い
誤
想
な

ん
ぞ
あ
げ
て
事
賢
為
隠
し
得

る
も
の
で
な
ど

,
致
命
傷
ト
汐
見
法
則
ミ
特
筆
大

書
」「
蓋

し
之
れ
程
著

し
い
摂
理
は
學
界
に
於
て
類

が
尠

い
の
で
あ
る

か
ら
、
私
は
見
れ
以
上
批
評
す

ろ
勇
魚
な
持
た
な

い
の
で
あ
る
」
-
當
然
陥

る
べ
音
窮
境
L等
ぽ
學
術
批
評

の
範
園
奄
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ
か
ら

・

の

加

療

・辮
の
必
要
も
あ
る
ま

い
。
特
に
憲

し
き
統
計
ば
奪

再

思

し
書

の
で
あ
る
》

言

ふ
金
葎

然

真

劣

更

禁

め
議

ふ
・
膚

ぽ
甚
だ
遺
憾
な
事
で
あ
ろ
が
、
輩
に
不
足
金
の
大
で
あ

ろ
ε
云
ふ

一
理
密

な
以
て
一

其
事
に
他

に
幾
多
類
例
も
あ
り

、
反
立
派

ド
理
由
つ
げ
ら

ろ

勅

・
㌧
に
拘

ら
ず
一

博
士
1■
京
都
市
小
學
校
教
員
な

「
從
來
生
計
調
査

の
主
躍
こ
な
っ
た

人
に
較
べ
て
未
曾
有
の
大
雄
誉
者
」
ご
宣
告
ぜ
ら
れ
た
が
・

動

批
噺
定

脳
封
ず

る
博
士
の
責
任
は
、
之

な
鼠
　に

「
文
筆

の
罪
」
の
み
に
止
め
て
揖
奇
た

い
も
の
で
あ
ろ
。
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ラ

レ

じ

う

最
後

に
余

に
封
ず

る
「
致

命
傷
」
ε
し

て
「
エ
ソ
ゲ
.ル
の
向

ふ
を
張
り

て
」
ε
批

評
せ
ら

れ
た
が
、

こ
れ
叉
博
士

の

御

親
切

か
ら
出

た
青

葉

だ
ご
思

っ
て
有

b
難

く
頂
戴

し
て
置
く
。
之

に
瀾
達

し
て
是
非

伺

っ
て
撞

き
た

い
事

が
み

る
。
国
コ
αq
Φ一
が
如
何
な

る
法
則

を
獲
表

し
た

か
の
黙

で
あ

る
。
試

に
我
學

界

に
就

て
見

よ
う
。
山
崎
博
士

は

「
家

鋤

族
の
貧
困
な
る
に
從
ひ
組
費
用
中
食
物
に
封
ず

る
支
出
の
割
合
増
加
し
、
而
も
其
増
加
牽
は
幾
何
級
藪
的
な
り
」

ξ
紹
介
し
、
呉
博
士
も
.大
鵤
同
様
に

「
民
貧
な
れ
ば
貧
な
る
ほ
こ
敗
入
の
愈

々
大
な
る
部
分
狛
食
料
の
爲

め
に
費

即

す
も

の
な
り
」

ε
述

べ
共

に

】
法
則

の
み
を
鵬
・げ

て

る
ら

れ
る
。
然

る

に
森
本

博
士

は
次

の
如

く
四

則
を
主

張

せ

ら

る
る

の
で
あ

る
。

一

,彼

(
エ
ル
・
ス
ト
・
エ
・
ゲ
藩

士

援

人
別
に
よ
り
て
全
家
旅

心
三
階
級
に
匠
掬
し
客

費

目
の
募

華
々
算
出
し
て
、其
結
果
有
名
な
る
消

費

に
聞
す

ろ
「
エ
ン
ゲ
ル
の
法
則
」
な
う
も
の
な
次

の
如
く
猶
表
し
た
の
で
あ
ろ
。

家
族

の
敗
入
の
矯
加

に
伴
ふ
て

第

一
則
:
食
薮
の
百
分
率
は
次
第

に
減
ず

第
二
則
・
・衣
服
費

の
百
分
率
は
殆
ん
ざ
攣
り
な
し

第
三
則
・
・佳
居
曲置
、
光
熱
費

の
百
分
率
に
攣
化

ぜ
す

殉

第
四
則
:
教
育
、
健
康
、
娯
樂
費
の
百
分
率
は
次
第
に
増
加
す
L

其
間

多
少
相
違
が
あ

る
様

に
思
は

れ
る
。
森
本
博

士

が
、
山

崎

、
呉

二
博
士

の
所

説

ご
異
り

.
団
=
㈹
①
一
が
法
則

ご
し
て
上
記
四

事
實

を
騒
表

し
た

蓬
云

は
る
る
以
上

、
何

れ
有
力

な
る
根
糠

が
在

る
ε
思

協
、
ヨ

σq
巴

が
此

四
則

陶

を
獲
表

せ
し
原
著

の
頁

敷
を

明
に
し
以

て
我
幼
稚
な

る
消
費
経
済
學
界

を
啓
獲
す

る
は
、
草

分
た

る
博
士

の
當
然

の
橿

利

で
あ

る
。

「
教
員

の
生

計
調
査

を
行

は
ん
ε
す

れ
.ば
、

少

く
も

同
畠
∩冨
}

ω
巴
p
ユ
窃

陣

8
の什
o
=

「く
冒
σq

の

ヨ

の
如

き
は
如

何

に
複

雑
な

る
著
述

で
あ

っ
て
も
強

め
之
を
精
讃
」

せ
よ
だ
撤

へ
ら

れ
た
る
構
⊥
⊥
で

あ
る

か
ら

、
必

ず
や
寛

大
な

る

26
を
以

て
、
後
進

の
蒙

を
開

い
て
下

さ
る
賀
ら

う

ざ
思

ふ
。

コ

O
、二
、五
)

説
.
宛

所
滑
分
配
統
計
な
論
じ
て
森
本
韓
土
に
答
ふ

第
+
二
巻

(第
三
號

一
四
三
)

四
八
七
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